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燃料デブリ中に含まれ、水中に溶出しやすいストロンチウムの安定化に寄与する化合物として期待される

SrZrO3の生成のしやすさと溶出挙動を調べた。その結果 SrZrO3の生成は速やかに起こり，多くの Sr は安

定化され、水中への溶出は抑制されることがわかった。 
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1. 研究の背景と目的 

 福島第一原子力発電所事故では炉心溶融が起こり、燃料デブリが生成された。現在その多くは水中で保

持され、核分裂生成物(FP)の溶出が懸念されている。これまでの模擬燃料デブリを用いた FP 溶出・放出試

験[1,2]によって、FP 成分では Sr が溶出しやすいことがわかった。ただし、SrZrO3の生成も確認され、SrZrO3

が Sr の溶出を阻害している可能性が示された[2]。今回の試験では SrZrO3生成のしやすさを明らかにする

とともにどの程度 Sr の溶出が阻害されるか明らかにすることを目的とした。 

2. 実験概要 

 試料は、SrO と ZrO2を同モル混合した後、放電プラズマ焼結で作製した。焼結条件は真空中 1200℃で 30

分保持、加圧は 3kN とした。未反応の SrO の量が異なる試料を作製するため、焼結 1 回のものと、焼結後

試料を粉砕して混合した後もう一度焼結した試料（焼結 2 回試料）、同様に焼結 3 回した試料を作製した。

それぞれの試料は X 線回折によって存在する相を確認した後、質量分析装置を用いた昇温脱離ガス分析と

水中への溶出試験を実施して Sr の放出・溶出挙動を評価した。 

3. 結果及び考察  

 焼結試料の X線回折スペクトルを図 1に示

す。図 1 より、焼結 1 回の試料で、ほぼ SrZrO3

は単相に近い状態になっていることがわか

った。このことから、SrZrO３の生成は速やか

に起こり、多くの SrO は安定化されることが

示された。また、溶出試験では、Sr の溶出量

は、試料中のに含まれる Sr の 2％程度であっ

た。これは、試料表面に残っていた未反応の

SrO が溶け出したものと考えられる。昇温脱

離ガス分析においても、900℃までの温度で

は試料からの Sr および SrO の放出は検出されなかった。 

以上の結果から、Sr は ZrO2によって安定化され、放出・溶出が抑制されると考えられる。 
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